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●ドイツ研修を終えて  ５年１組 土屋日香 

 今回のドイツ研修では、エネルギー転換やごみ問題、建築など、さまざまな視点で環境問題

へ取り組んでいる施設や人を訪ねてきた。どの立場から取り組んでいる方も、誰もが自分の理

想とする状態に向けた現実的なアプローチを模索しており、それが徐々に実現されている様子

が大変印象に残った。また、交通や学校生活など、「環境」という視点を軸に日本と違う文化の

一端に触れることができたことも、とても貴重な体験だった。 

 

 

 

 

 

 

研修期間：令和２年１月４日（土）～１月１０日（金）（５泊７日） 

参加者：引率教員１名 生徒８名（５年生） 

実施目的 

•本校の SSH のテーマである「ESD (Education for Sustainable Development)」という視点

から、環境を重視しているドイツにおいて、科学技術の発展と人間活動の発達に伴う環境問

題への取り組みを学ぶ。 

•学生や一般市民との交流において、英語による質疑応答を行い、実践を通して英語力を養

い、英語による交流を通して国際感覚のさらなる育成を目指す。 

•ドイツの先進的な企業、公官庁等における見学・実習を通して、科学的な様々な取り組みを

体感し、また、事前・事後指導等とあわせて、これからの課題として科学の現状と可能性を考

えることにより科学に対する意識の高揚を図る。 

•ドイツの SSH 校との交流を通して、日本とドイツの科学技術や環境問題に対する教育や活

動、意識について考察する。 

•国境を越えて発生している環境問題について、ドイツと日本だけでなく、第3国の事例を取

り入れることで、よりグローバルな視点でその現状と解決策の可能性を考える。 

▲風力発電（フェルトハイム村） 

 

▲晴天のもとでのドイツ国旗 

 

▲日本では珍しい２階だてバス 

 


